
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

システムキッチン・バスを中心とした住宅設備機器メーカー・タカラスタンダード株式会社 

（本社：大阪市城東区、代表取締役社長：小森大)は、世界 70 カ国以上で住まいの問題に取り組

む認定 NPO 法人「ハビタット・フォー・ヒューマニティ・ジャパン」の活動に賛同し、団体の

「施設改修プログラム」を通じて、児童養護施設「エリザベス・サンダース・ホーム」のキッチ

ンリフォーム支援を行いました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

タカラスタンダードは、2024 年に策定した「中期経営計画 2026」の基本戦略の一つに「サ

ステナビリティ戦略」を掲げ、環境問題への取り組みのみならず、社会全般に対する会社として

の取り組みを加速することで、当社の原点である「より快適できれいな暮らしに貢献する」こと

を目指しています。 

 

この度、誰もがきちんとした場所で暮らせる世界を実現するという認定 NPO 法人「ハビタッ

ト・フォー・ヒューマニティ・ジャパン」の活動理念に賛同し、キッチンの国内トップシェアを

誇る当社だからこそ、「食」への支援を通じてすべての人の暮らしをよりよくしたいという考え

の下、神奈川県中郡大磯町にある児童養護施設「エリザベス・サンダース・ホーム」の男子寮で

ある「太陽寮」のキッチンリフォーム工事を支援。鉄の強さとガラスの美しさをあわせ持つ素材

で、耐火性や耐久性、清掃性に優れているタカラスタンダード独自の「高品位ホーロー」技術を

生かしたシステムキッチン「トレーシア」を提供・施工しました。デザインや配置に関しては、

部屋全体を見渡せるよう対面型にし、子どもたちがキッチンの周りに自然に集まって会話や食

事を楽しめるよう設計しました。 

 

誰もがきちんとした場所で暮らせる世界を実現するという理念に賛同 

「ハビタット・フォー・ヒューマニティ・ジャパン」と協働で 

児童養護施設のキッチンリフォームを支援 

PRESS RELEASE 

報道関係各位 

2025 年 1 月 29 日 

タカラスタンダード株式会社 

寄贈したホーローシステムキッチン「トレーシア」 子どもたちからのお礼のメッセージ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

また、2025 年 1 月 21 日、このキッチンの寄贈式を「エリザベス・サンダース・ホーム」に

て開催。併せて、同施設の環境整備の一環として、タカラスタンダード社員が敷地内の草刈りや

落ち葉掃除などの清掃を行うボランティア活動も実施しました。 

タカラスタンダードでは、社会貢献・地域貢献活動を推進し、地域に愛され続ける会社を目指

して、2025 年 1 月から会社が定める事由に該当するボランティアに参加する場合に、年に５日

まで特別休暇の取得が可能になる「ボランティア休暇制度」を導入しました。今後も、社員によ

る積極的なボランティア参加を促していきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「エリザベス・サンダース・ホーム」は 1948 年に設立された歴史のある児童養護施設で、9

つの寮を敷地内に構え、2 歳から 18 歳までの子どもたちの養育にあたっています。しかし、施

設にあるいくつかの寮は、老朽化への対応やプライバシーの確保が求められるなど、子どもたち

が安心、安全に暮らしていくために、住環境の改善を必要としていました。  

 

タカラスタンダードは、SDGs 活動の一環として、児童養護施設やこども食堂の支援、子ども

たちのキャリア教育の教材の協賛など、「子どもの未来を創る」ための取り組みを進めています。

子どもたちが健康で幸せであることは、日常生活の質を安定・向上させる重要な要因でもあり、

子どもたちの成長を支えることは、水回り製品を通じてあらゆる人の暮らしを支えてきたタカ

ラスタンダードが取り組むべき重要な社会課題の一つであると考えています。 

 

タカラスタンダードはこれからも、皆さまの暮らしに密着する企業として、すべての人の暮ら

しがより心地よくなる社会の実現に向けて、社会貢献活動に積極的に取り組んでまいります。 

 

何年経っても変わらない美しさが続く 

ホーローシステムキッチン 

安全に配慮した IH コンロと 

部屋全体を見渡せる対面型 

 

たっぷり入って使いやすい 

大型の食器洗い乾燥機 

寄贈式  
左：社会福祉法人エリザベス・サンダース・ホーム理事長 行武広巳さま 

右：タカラスタンダード株式会社 営業本部コミュニケーション推進部長 植村真 

タカラスタンダード社員による清掃ボランティア 



 

【参考資料】 

 
 

＜タカラスタンダードの SDGｓに関する取組み＞ 

商品を通じた貢献、地球環境への貢献、コミュニティへの貢献など、SDGs の目標達成にも貢献

し、持続可能な社会の実現を目指しています。 

https://www.takara-standard.co.jp/company/csr/ 

 

 

＜認定 NPO 法人 「ハビタット・フォー・ヒューマニティ・ジャパン」＞ 

 

 

 

 

「誰もがきちんとした場所で暮らせる世界」の実現を目指し、世界 70 カ国以上で住まいの問題

に取り組む国際 NGO「ハビタット・フォー・ヒューマニティ」の日本法人。アジア各国のハビ

タット・オフィスと連携し、ファンドレイズとボランティア派遣を通じて、海外における住居建

築をサポートしています。国内では、高齢者や障がい者、ひとり親家庭や生活困窮世帯が抱える

住まいの問題に取り組むほか、生活の場に代わる福祉施設の修繕を通じて、最も弱い立場にある

人々がきちんとした場所で暮らせるよう取り組んでいます。 

https://habitatjp.org/ 

 

 

＜タカラスタンダードとは＞  

1912 年創業。「水まわりって、大切だから」をブランドメッセージに、独自の「高品位ホーロ

ー」技術を活かしたシステムキッチン・バスを中心とした住宅設備機器を製造販売。より高度化、

多様化、複合化するお客さまのニーズにお応えするホーロー技術のリーディングカンパニーと

して、また住 宅設備機器のトップメーカーとして、次世代を担う新たなホーローの可能性を追

求し、快適な暮らしの創造を目指しています。  

[設立：1912 年 5 月 30 日（創業 112 年） / 売上高：2,347 億円（2023 年度）/  

従業員数：6,616 名（2024 年 3 月末時点）] 

https://www.takara-standard.co.jp/ 
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